その２：将来の展望
【本事業の成果の事業化が寄与するユーザー】
(16) 本事業の成果の事業が寄与するユーザー
(以下のように表にしても良い。あるいは文章でも可)
既存顧客
当社が取引している既存顧客を下記の表に示す。本事業の成果を生かして既存顧客に対し、下表の製品を新たに納入する。
	企業名
	部署
	現在納入している製品
	新たに納入する製品

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


(補足説明があれば記載する)
新規顧客開拓
本事業の成果を生かして下表の顧客に対し、新たに販路開拓を行う。
	企業名
	部署
	新たに納入する製品

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(補足説明があれば記載する)
売上増加・販路開拓のプロセス
例文
計画1年目
既存顧客〇社〇部に対し、○○をPRして…
新規顧客〇社〇部に対し、〇社の紹介により…
(実際に取り組むべき具体的なアプローチを記載)
計画2年目
…
計画3年目
…
計画4年目
…
計画5年目
…
【本事業の成果の事業化が寄与する市場、市場規模】
　(17) 成果の寄与する市場
例文
· 本事業の成果の事業化が寄与するマーケットは、＊＊＊＊＊である。
(17) 市場規模
例文
· 本事業の成果の事業化が寄与する市場規模は、＊＊＊＊＊である。
(18) 市場のニーズ
例文
· 本事業の成果の事業化が寄与する市場のニーズは、＊＊＊＊＊である。
【本事業の成果が価格的・性能的に優位性や収益性を有すこと】
(19) 本事業の成果が価格的・性能的に優位性や収益性を有すこと
例
競合との比較
	
	比較項目
	当社
	○○(株)
	△△(株)

	価格
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	性能
	
	
	
	

	
	
	
	
	


価格的優位性
＊＊の点に関して…
性能的優位性
＊＊の点に関して…
[補助事業終了後５年間の事業化スケジュール]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(22) 補助事業終了後５年間の事業化スケジュール
	
	経過年数


３

	年目
	４年目
	５年目

	例　市場調査
	
	
	
	
	

	例　追加開発
	
	
	
	
	

	例　生産
	
	
	
	
	

	例　販路開拓
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※「経過年数」とは本事業による補助事業終了後の経過年数を示します。
上記表の各項目を簡潔に説明(各項目1～3行程度
(23) 売上の増加額（５年間の売上と利益の増加計画）
(5年間の売上増加計画(表でも可)と、売上増加のための具体的な取組を記載)
【本事業の費用対効果】
(24) 補助金に対する費用対効果
例文
・本事業の成果により、対象事業製品の売上は、平成＊＊年＊月期から平成＊＊年＊月期の間の５年間で＊＊円から＊＊円と、＊＊円増加する予定である。
・これは補助金額＊＊円に対し費用対効果は＊＊倍である。
【本事業による地域への貢献と経済波及効果】
　(25) 政策面　①「地域の特性を生かした付加価値の創出」「地域の事業者等に対する波及効果」「地域の経済成長に貢献」の内容を記入
例　本事業の成果により、○○(事業課題、技術的課題の解決)することで、取引先A社に高品質・低コストの○○を提供することで地域の自動車産業の発展に貢献する。また協力会社への発注の増加、当社での雇用の増加により地域経済の発展に貢献する。

【本事業における独自性・差別化と潜在的な成長性】
　(25) 政策面　②「適切なマーケティング」「独自性の高い製品やサービスによる差別化」「グローバル市場でもトップの地位を築く潜在性」の内容を記入
例　本事業の成果により、○○(事業課題、技術的課題の解決)する会社はまだ限られており、特に海外の部品メーカーで実現しているところは少ない。○○により取引先A社の製品は性能・コストで競合に対して優位となり、グローバル市場において優れた○○の供給を実現する。

【本事業における環境に配慮した持続可能な取組の側面】
　(25) 政策面　③環境に配慮した持続可能な事業計画の内容を記入
例　○○(事業課題、技術的課題の解決)により不良率は減少し原料ロスの低減はより環境に配慮した製造を実現する。また生産時間が〇%減少することで消費エネルギーが減少し、持続可能な社会の実現に貢献する。
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